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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公開番号】特開2007-169647(P2007-169647A)
【公開日】平成19年7月5日(2007.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2007-025
【出願番号】特願2006-343733(P2006-343733)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/44     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/80    ＣＰＭ　
   Ｇ０１Ｔ   1/20    　　　Ｂ
   Ｃ０４Ｂ  35/44    　　　　
   Ｃ０４Ｂ  35/50    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/00    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３００Ｑ
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３２０Ｓ
   Ｇ０１Ｔ   1/20    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月18日(2009.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
焼鈍の前に焼結及び焼鈍を施し、式Ｔｂ２．９４８９Ｌｕ０．０５Ｃｅ０．００５１Ｃａ

０．００５Ａｌ４．９９６Ｏ１１．９９５Ｆ０．００５を有するシンチレータ組成物。
【請求項２】
Ｘ線検出器アレイ（１２）を共に形成するように、半導体検出器マトリクスに直接又は本
質的に隣接して設けられる請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
約２４時間にわたって１２００℃で空気中で焼鈍される請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
焼鈍の前に、１７２５℃で焼結される請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
請求項１乃至４のいずれかのシンチレータ組成物を含む放射線検出器。
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